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福
岡

市
西

区
玄

界
島

福
岡

市
西

区
玄

界
島

玄
界
中
学
校

玄
界
小
学
校

小
鷹
神
社

震
源
に
最
も
近
い
漁
村
集
落

●
木

造
住

家
は

被
害

甚
大

　
・

急
斜

面
宅

地
は

長
崎

に
酷

似
　

　
階

段
状

宅
地

の
崩

壊
，

そ
れ

　
　

に
伴

う
住

宅
の

ず
り

落
ち

と
　

　
下

の
住

宅
の

押
し

つ
ぶ

し
　

・
構

造
は

兵
庫

県
南

部
地

震
で

　
　

被
災

し
た

淡
路

島
北

淡
町

の
　

　
構

造
に

酷
似

(
土

葺
き

屋
根

)
　

　
震

動
に

よ
る

屋
根

の
破

壊
，

　
　

特
に

棟
瓦

の
破

壊
が

顕
著

●
Ｒ

Ｃ
造

建
物

は
殆

ど
無

被
害

　
　

室
内

の
家

具
類

の
転

倒
あ

り

●
港

の
土

木
構

造
物

の
被

害
大

●
神

社
の

鳥
居

・
石

碑
の

転
倒

　
以

上
を

総
合

す
る

と
恐

ら
く

は
短

周
期

の
地

震
動

に
起

因
す

る
被

害
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

．

国
土
地
理
院
の
地
震
直
後
の
空
中
写
真
を
使
用

住
家

の
被
災

状
況

住
家

の
被
災

状
況

3
/
2
1
撮

影
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玄
界

島
に
お

け
る

人
的

被
害
と
避

難
活

動
玄

界
島

に
お

け
る

人
的

被
害
と
避

難
活

動
被
災
状
況

3
0
棟
(
一
部
倒
壊
あ
り
)
 
全
2
2
0
戸
中
で
全
壊
1
6
棟
,
半
壊
1
5
7
棟

傷
病
者
の
搬
送
状
況
　
合
計
９
名

　
(
1
)
 
船

→
ベ

イ
サ

イ
ド

→
原

三
信

病
院
搬
送

　
２
名
　

・
7
5
歳
女

性
(
骨

折
)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
・
7
2
歳

女
性
(
足
首

打
撲

)
　

(
2
)
 
消

防
ヘ

リ
→

九
州

医
療

セ
ン

タ
ー
　
　

　
２
名
　

・
7
0
歳
女

性
(
骨

折
)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
・
8
4
歳

女
性
(
腰
部

打
撲

)
　

(
3
)
 
消

防
ヘ

リ
→

済
生

会
病

院
　

　
　
　
　

　
４
名
　

・
9
0
歳
女

性
(
右

半
身
打

撲
)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
・
7
3
歳

男
性
(
シ
ョ

ッ
ク

：
持

病
糖

尿
病
あ

り
)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
・
4
9
歳

女
性
(
顔
面

負
傷

)
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
・
8
9
歳

女
性
(
頭
部

切
創

)
　

(
4
)
 
船

→
唐

泊
漁

港
→

福
大

病
院

　
　
　
　

　
１
名
　

・
5
9
歳
男

性
(
頭

部
打
撲

)

住
民
約
7
0
0
名
の
避
難
活
動

　
自

衛
隊

に
派

遣
要

請
・

海
上

保
安

庁
に
協
力

要
請

(
1
2
:
4
0
)

　
住

民
の

島
外

避
難

開
始

(
1
7
:
0
0
)
．
九

電
記
念
体

育
館
へ
の

収
容

完
了
(
2
4
:
0
0
)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
＊

統
計

資
料
は
福

岡
市
災
害

対
策
本
部

発
表
(
3
/
2
3
)
に

よ
る

．

犠
牲
者
を
出
さ
な
か
っ
た
原
因
は
，
住
家
の
圧
壊
が
な
く
，
重
た
い
家
具
の

転
倒
も
比
較
的
少
な
か
っ
た
か
ら
？

　

地
震
に
よ
る
火
災
も
発
生
し
な
か
っ
た
．

西
日
本
新
聞
(
3
/
2
1朝

刊
)
に
よ
る
．

室
内

外
の
雰

囲
気

室
内

外
の
雰

囲
気

置
き
っ

ぱ
な

し
で
避

難
？

整
い
す

ぎ
の

室
内

3
/
2
1
撮

影
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の
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周
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撮

影
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岡
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岡
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園

聖
地
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半
島

国
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地
理
院
の
地
震
直
後
の
空
中
写
真
を
使
用
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宮
浦

地
区
の

被
害

宮
浦

地
区
の

被
害

徳
門
禅
寺

早
く
も
解
体
作
業

3
/
2
2
撮

影

西
浦

地
区
の

被
害

西
浦

地
区
の

被
害

現
地
災
害
対
策
本
部

墓
地
の
被
害
は
軽
微
！

ゴ
ミ
の
集
積

3
/
2
2
撮

影
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学

校
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学

校
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ド
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ム
ヤ

フ
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ド
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ム
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樋井川

修
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校

西
南

学
院

大
学

西
新

小
学

校

福
岡

市
早
良

区
百

道
浜

福
岡

市
早
良

区
百

道
浜

旧
海
岸

線

液
状

化
発

生
地

域
液

状
化

発
生

地
域

国
土
地
理
院
の
地
震
直
後
の
空
中
写
真
を
使
用百

道
浜

百
道

浜
噴
砂
と
若
干
の
構
造
被
害

3
/
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福
岡

市
中
央

区
福

岡
市

中
央

区

福
岡
ビ
ル

警
固
神
社

天
神

中
洲

市
役
所

唐
人
町

百
道
浜

博
多
埠
頭

福
岡
管
区
気
象
台

舞
鶴警

固

推
定
警
固
断
層

大
名

大
手
門

福
岡

市
中
央

区
の

被
害
分

布
と

福
岡

市
中
央

区
の

被
害
分

布
と

　
　

　
　
推

定
警

固
断
層

と
の

関
係

　
　

　
　
推

定
警

固
断
層

と
の

関
係

警
固

断
層

よ
り

東
側

の
被

害

　
殆

ど
の

被
害

が
天

神
・

大
名

・
赤

坂
地

区
に

集
中

し
て

い
る

．

　
　

天
神

(
1
)
：

福
岡

ビ
ル

(
窓

ガ
ラ

ス
の

破
損

落
下

)
　

　
天

神
(
2
)
：

警
固

神
社

(
本

社
の

窓
ガ

ラ
ス

破
損

と
石

灯
籠

の
転

倒
)

　
　

天
神

(
3
)
：

安
国

寺
(
外

周
石

塀
の

破
壊

と
石

碑
類

の
転

倒
)

　
　

大
名

(
1
)
：

醤
油

工
場

上
久

(
レ

ン
ガ

造
煙

突
の

破
損

と
土

蔵
の

被
害

)
，

相
５

　
　

　
　

　
　

ビ
ル

(
R
C
建

築
の

構
造

被
害

，
立

ち
入

れ
な

い
た

め
未

確
認

)
　

　
舞

鶴
(
1
)
：

大
長

寺
(
山

門
の

圧
壊

と
石

碑
類

の
転

倒
)

　
　

舞
鶴

(
2
)
：

西
日

本
シ

テ
ィ

銀
行

(
外

壁
タ

イ
ル

破
損

，
内

部
詳

細
不

明
)
，

富
　

　
　

　
　

　
士

ビ
ル

赤
坂

(
不

同
沈

下
？

，
外

周
道

路
の

被
害

)
，

材
木

店

警
固

断
層

よ
り

西
側

の
状

況

　
液

状
化

に
伴

う
博

多
湾

岸
の

被
害

の
み

．

　
　

大
手

門
(
3
)
：

円
応

寺
(
墓

地
あ

り
．

墓
石

の
転

倒
1
%
以

下
と

判
定

)
　

　
唐

人
町

(
1
-
3
)
：

寺
院

多
数

(
墓

地
あ

り
．

墓
石

の
転

倒
2
～

3
%
と

判
定

)
　

　
百

道
(
1
)
：

千
眼

禅
寺

(
石

碑
等

の
転

倒
な

し
．

寺
院

の
屋

根
が

一
部

破
損

)

10

天
神

天
神

(
1
)

(
1
)
の
福

岡
ビ
ル

の
福

岡
ビ

ル

防
護

ネ
ッ

ト
に
覆
わ

れ
た

　
　

　
　

　
福
岡
ビ

ル
(
3
/
2
1
朝
)

突
貫

工
事

で
ネ

ッ
ト

張
り

車
線

規
制

散
乱

し
た
ガ

ラ
ス
片

天
神

界
隈
　

天
神

界
隈
　

　
　

　
　

( (
南
側

南
側

) )

警
固

警
固

神
社

神
社

転
倒

方
向

は
概

し
て

南
向
き

中
に
は

反
対
向
き

の
転
倒
も

見
ら
れ
た

ア
ー
ケ
ー

ド
の
補
強

工
事
(
3
/
2
1
)

補
強

工
事
完

了
(
3
/
2
2
)

新
天

町
商

店
街

数
少

な
い

民
家

の
被

害
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天
神

界
隈

天
神

界
隈

( (
北

側
北

側
) )

天
神

天
神

(
3
)

(
3
)
の

安
国

寺
の

安
国

寺

小
林

寺
小

林
寺

石
塀

の
崩

壊

3
/
2
1
撮

影

警
固

断
層
付

近
警

固
断

層
付

近
の

状
況

の
状

況
( (東

側
東

側
) )

大
名
(
1
)

醤
油
工
場

上
久
の
折

れ
た
煙
突

と
土
蔵

大
名
(
1
)

大
破
し
た
相

５
ビ
ル
(
右
)

と
警
戒
態
勢

タ
イ
ル
の
剥
離
，
大
名
(
1
)

舞
鶴
(
1
)
の

大
長
寺

舞
鶴
(
2
)
付

近
の
建
物
周
辺
の
被
害

12

警
固

断
層
よ

り
も

警
固

断
層
よ

り
も

　
　

　
　
西

側
の

状
況

　
　

　
　
西

側
の

状
況

福
岡

城
潮
見

櫓

大
手

門
(
2
)
徳

栄
寺

大
手

門
(
3
)
円

応
寺

唐
人

町
(
3
)
妙
法

寺

唐
人
町
(
3
)
民

家

唐
人

町
(
1
)
成

道
寺

唐
人

町
(
1
)
成

道
寺

徳
栄
寺

百
道

(
1
)
千

眼
禅

寺

福
岡

市
福

岡
市

災
害

対
災

害
対

策
本

部
策

本
部

3
/
2
2
撮

影
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被
害
区
分

全
市

東
区

博
多
区

中
央
区

南
区

城
南
区

早
良
区

西
区
（
玄
界

島
を
除
く
）

玄
界
島

死
者

1
1

負
傷
者

6
2
3

6
1

1
4
8

1
7
8

4
3

2
0

7
2

9
2

9

住
家
被
害

1
7
5
0

7
3

1
0

2
1

6
5

2
4

1
4
3
8

1
7
3

非
住
家
被
害

8
8

2
0

8
2
5

1
0

4
1
2

9

崖
1
0

2
1

1
2

4

避
難

状
況

（
避

難
状

況
（

3 3
月 月

2
2

2
2
日 日

0
7
:
3
0

0
7
:
3
0
現

在
）

現
在

）
全
市

東
区

博
多
区

中
央
区

南
区

城
南
区

早
良
区

西
区
（
玄
界
島

を
除
く
）

玄
界
島

1
8
8
9
(
人
)

1
7
4

9
8

2
8
8

3
1

2
3

7
4

8
5
3

3
4
8

8
9
4
(
世
帯
)

4
5

6
0

1
8
5

1
5

1
2

4
3

2
8
5

2
4
9

6
9
(
箇
所
)

1
7

1
1

1
4

4
4

6
1
2

1

人
的

被
害

・
物

的
被

害
（

人
的

被
害

・
物

的
被

害
（

3 3
月 月

2
2

2
2
日 日

0
6
:
0
0

0
6
:
0
0
現

在
）

現
在

）

統
計
資
料
は
福
岡
市
災
害
対
策
本
部
に
よ
る

現
時

点
で
の

ま
と

め
現

時
点

で
の

ま
と

め
☆

今
回
の
調
査
は
地
震
発
生
か
ら
３
日
間
の
み
の
概
査
で
し
か
な
く
，
調
査
の
対
象

　
と
し
た
地
域
は
福
岡
市
西
区
の
玄
界
島
と
糸
島
半
島
北
端
地
域
，
早
良
区
百
道
浜
，

　
中
央
区
の
天
神
か
ら
唐
人
町
に
至
る
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
．

☆
福
岡
市
街
の
被
害
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
，
日
頃
か
ら
地
震

　
災
害
に
馴
染
み
の
な
い
福
岡
市
民
に
と
っ
て
は
大
変
な
脅
威
で
あ
っ
た
．

☆
玄
界
島
は
震
源
に
近
か
っ
た
た
め
に
他
地
域
に
比
し
て
甚
大
な
被
害
を
蒙
っ
た
．

　
自
力
で
の
復
旧
・
復
興
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
，
行
政
に
よ
る
特
段
の
配
慮
が
必

　
要
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
．

☆
推
定
さ
れ
て
い
る
警
固
断
層
は
活
動
し
て
い
な
い
が
，
断
層
周
辺
の
被
害
分
布
に

　
は
断
層
に
起
因
し
た
地
下
構
造
の
影
響
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．

　
今
後
，
断
層
近
傍
の
地
下
構
造
と
地
震
動
特
性
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ

　
と
は
重
要
で
あ
る
．

☆
福
岡
市
は
こ
れ
ま
で
地
震
災
害
を
経
験
し
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
が
，
そ
の
割
り

　
に
は
地
震
直
後
の
発
災
対
応
は
適
切
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
．
今
後
は
中
長
期
的

　
視
野
に
立
っ
た
復
旧
・
復
興
対
策
が
望
ま
れ
る
．
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今
後

追
加

す
べ

き
検

討
項

目
　
　
地

震
観
測

・
震
度

情
報
の

ま
と
め
と
余

震
観
測

（
４
／

６
よ
り
開

始
）

　
　
地

盤
条
件

・
地
盤

資
料
の

ま
と
め
，
微

動
測
定

調
査
の
必

要
性

　
　
地

下
鉄
等

の
運
行

規
制
の

状
況

　
　
体

験
談
（
１
週
間

後
の
西

日
本
新

聞
）の

分
析


